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審
議
会
で
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
 う

か
け
が
え
の
な
い
児
童
に
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
、
人
間
性
・
社
会
性
を
育
成
す
る

た
め
の
ベ
ス
ト
な
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

急
務
で
あ
り
、
児
童
の
視
点
で
適
正
配
置
を
進

め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
委
員
か
ら
は
、「
統
合
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る
」

や
「
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
考
え
る
べ
き
」
、
ま
た
、
「
統
合
あ
り

き
の
議
論
は
す
べ
き
で
な
い
」
な
ど
の
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

                 会
長
に
小
瀧
信
孝
さ
ん
 

 　
会
長
・
副
会
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に

小
瀧
信
孝
さ
ん
（
９
町
内
２
）
、
副
会
長
に
五

寧
陽
平
さ
ん
（
西
林
東
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

 適
正
配
置
は
児
童
の
視
点
で
 

 　
議
事
で
は
、
佐
藤
晃
教
育
長
か
ら
「
本
町
各

小
学
校
規
模
の
現
状
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
説
明
の
中
で
「
本
町
の
将
来
を
担
 

                 将
来
を
担
う
 

　
　
　
　
児
童
の
た
め
の
審
議
を
 

 　
第
１
回
目
の
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
伊
藤

勝
町
長
か
ら
委
員
（
　
名
）
を
代
表
し
て
山
浦

の
三
瓶
た
か
さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
続

い
て
町
長
か
ら
「
町
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会

を
中
心
に
将
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
児
童

の
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

諮
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

色
々
な
角
度
か
ら
十
分
な
ご
審
議
を
い
た
だ
き

た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
町
内
の
小
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
答
申
を
い
た
だ
く「
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
」の
第
１
回
目
の
会
議
が
、
 

　
月
　
日
（
水
）
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
少
子
化
に
よ
り
、
小
規
模
化
が
進
む
小
学
校
の
現
状
が
教
育
委
員
会
か
ら
説
明
さ
れ
た
後
、
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
 

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

審
議
会
で
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

審
議
会
で
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
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委嘱状を受け取る三瓶たかさん（山浦） 
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352

264

教育委員会からのお知らせ 
　国の法改正により、教育に関する事務の 
執行等の点検、及び評価内容を毎年公表す 
ることになりました。 
　町役場、町公民館、西会津中学校図書館、 
保健センター、新郷連絡所、奥川支所の６ 
カ所に報告書を設置していますので、ぜひ 
ご覧ください。 
【問い合わせ先】 
　教育課学校教育係　　４５－２２１６ 
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H26

228
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推移 見込 

 小
学
校
の
現
状
 

学
校
運
営
や
教
育
活
動
が
困
難
に
 

　
本
町
の
学
校
数
は
、
昭
和
　
年
代
に
は
７
校

の
小
学
校
（
野
沢
、
尾
野
本
、
黒
沢
、
群
岡
、

屋
敷
、
新
郷
、
奥
川
）
で
し
た
が
、
平
成
２
年

度
に
屋
敷
小
学
校
が
群
岡
小
学
校
に
、
平
成
９

年
度
に
は
黒
沢
小
学
校
が
尾
野
本
小
学
校
に
統

合
さ
れ
、
現
在
の
５
校
と
な
り
ま
し
た
。
 

○
良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
を
各
委
員
が
レ
ポ
ー
 

　
ト
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
基
に
議
論
を
深
め
る
 

　
の
も
良
い
。
 

○
統
合
し
た
場
合
の
通
学
に
不
安
が
あ
る
。
 

○
少
人
数
学
級
で
、
学
力
が
低
下
す
る
と
は
思
 

　
わ
な
い
。
 

○
保
護
者
が
ど
ん
な
教
育
を
望
ん
で
い
る
の
か
 

　
を
知
り
た
い
。
 

○
現
状
の
共
有
を
図
り
、討
議
を
深
め
る
べ
き
。
 

 　
次
回
の
会
議
は
、
　
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
教
育
課
学
校
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
６
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

基
準
を
満
た
し
て
い
る
学
校
は
現
在
あ
り
ま
せ

ん
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
小
規
模
校
に
お

け
る
学
校
運
営
や
教
育
活
動
は
、
年
々
困
難
な

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

 こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
 

 　
町
議
会
で
は
、平
成
　
年
と
平
成
　
年
に「
小

学
校
適
正
配
置
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
 

を
設
置
し
、
調
査
結
果
を
議
会
で
報
告
し
ま
し

た
。
 

　
そ
の
後
、
教
育
委
員
会
は
小
学
校
適
正
配
置

の
基
本
的
方
針
を
平
成
　
年
７
月
に
決
定
し
、

こ
れ
を
受
け
、町
で
は
、同
年
　
月
町
議
会
で
、

小
学
校
適
正
配
置
の
推
進
を
表
明
し
ま
し
た
。
 

　
西
会
津
町
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
は
、
設

置
条
例
が
本
年
６
月
町
議
会
で
議
決
さ
れ
、
同

月
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

 主
な
意
見
 

 ○
児
童
数
が
少
な
く
、
運
動
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
 

　
で
支
障
が
あ
る
。
統
合
を
進
め
て
ほ
し
い
と
 

　
の
意
見
が
多
い
。
 

○
必
要
性
は
感
じ
る
が
、
野
沢
小
や
尾
野
本
小
 

　
で
は
統
合
の
話
は
出
て
い
な
い
。
 

○
課
題
を
洗
い
出
せ
ば
、
お
の
ず
と
方
向
が
出
 

　
る
の
で
は
。
 

○
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
べ
き
。
 

　
児
童
数
は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
、
現
在
、

複
式
学
級
を
編
制
し
て
い
る
学
校
が
群
岡
、
新

郷
、
奥
川
の
３
校
（
７
学
級
）
あ
り
、
複
式
学

級
緩
和
の
た
め
町
単
独
で
非
常
勤
講
師
を
５
名

配
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
見
込
み
で
は
、３
校（
群
岡
・
新
郷
・

奥
川
）
の
複
式
学
級
数
は
、
今
後
８
〜
９
学
級

で
推
移
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
我
が
子
の
す
こ
や
か
な
成

長
を
願
う
保
護
者
の
心
配
や
不
安
が
増
大
す
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
で
の
保
護
者
の
負

担
も
増
え
て
お
り
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か

ら
も
小
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
国
の
基
準
に
よ
る
小
学
校
の
適
正

規
模
は
、
学
級
数
が
　
学
級
〜
　
学
級
（
１
学

年
２
〜
３
学
級
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
 

45 45

50
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18
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平成２０年度 
54億5,261万円 
51億3,026万円 
3億2,235万円 
2億2,562万円 
9,673万円 

2,204万円
 
 

2億2,587万円 
1億4,398万円 

1億393万円 

増　　減　 
1億3,861万円 
△1億905万円 
2億4,766万円 
2億2,562万円 
2,204万円 

3,122万円
 
 

7,527万円 
△4,863万円 

1億5,512万円 

平成１９年度 
53億1,400万円 
52億3,931万円 
7,469万円 
0万円 

7,469万円 

△918万円
 
 

1億5,060万円 
1億9,261万円 

△5,119万円 

※①②③が全て黒字となったのは、平成１３年度以来７年ぶりです。 

歳 入 総 額  
歳 出 総 額  
歳 入 歳 出 差 引 額  
翌年度に繰り越すべき財源 
実 質 収 支 ①  
単年度収支②（前年度から 
の 繰 越 金 を 除 い た 額 ）  
財 政 調 整 基 金 積 立  
財 政 調 整 基 金 取 崩 額  
実質単年度収支③（単年度収支から 
基金への積立や取崩を除いた額） 

A 
B 

C（A－B） 
D 

E（C－D） 

F（E－前年度E）
 

 
G 
H 

F＋G－H

（表１） 
区　　　　　　　　　分                             体

の
　
　
６
％
（
前
年
度
比
＋
１
　
５
ポ
イ
ン

ト
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
増
額
と
な
っ
た
主
な

要
因
は
、
地
方
交
付
税
が
１
億
３
　
３
２
９
万

円
（
５
　
０
％
）
増
え
、
　
億
１
２
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
昨

年
度
よ
り
１
　
２
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
　
　
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
 

【
一
般
会
計
決
算
の
状
況
】
 

　
歳
入
総
額
　
億
５
　
２
６
１
万
円
、
歳
出
総

額
　
億
３
　
０
２
６
万
円
、
差
引
収
支
は
３
億

２
　
２
３
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
平
成
　
年
度
中
に
完
了
し
な
か
っ

た
た
め
平
成
　
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
か
か

る
財
源
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
額
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
９
　
６
７
３
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
、
財
政
調

整
基
金
（
町
の
貯
金
）
へ
の
積
立
及
び
取
崩
し

を
除
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
１
億
３
９
３
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
）
 

　
こ
れ
ら
全
て
の
数
字
が
黒
字
と
な
っ
た
の
は

平
成
　
年
度
以
来
７
年
ぶ
り
で
、
地
方
交
付
税

が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
や
、
職
員
数
の
減
少
に

よ
る
人
件
費
の
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
 

る
経
費
の
削
減
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
 

す
。
 

◆
歳
入
の
状
況
（
図
２
）
 

　
歳
入
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
　
８
６

１
万
円
（
２
　
６
％
）
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
歳
入
を
項
目
別
に
み
て
み
る
と
、
町
税
や
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
町
独
自
で
得
る
こ
と
の
で

き
る
自
主
財
源
は
、
　
億
１
　
３
２
８
万
円
で

４
　
８
０
２
万
円
（
４
　
１
％
）
少
な
く
な
り
、
 

歳
入
総
額
の
　
　
４
％
（
前
年
度
比
△
１
　
５
 

ポ
イ
ン
ト
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
減
額
と
な
っ

た
主
な
要
因
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の

繰
入
金
が
５
　
８
８
３
万
円
少
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
で
す
。
 

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
町

債
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
　
億
３
　
９
３
３
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
億
８
　
６
６
３
万

円
（
４
　
３
％
）
多
く
な
っ
て
お
り
、
歳
入
全
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平成２０年度 
決　算 

（図２） 

歳入 
（図３） 

歳出 

歳入総額 
54億5,261万円 

歳出総額 
51億3,026万円 

単位は万円 
（　）は構成比 

依存財源 
433,933（79.6%） 

自主財源 
111,328 
（20.4%） 

地方交付税 
280,127（51.4%） 

町債 
（借入金） 
48,950 
（9.0%） 

県支出金 
29.215 
（5.4%） 

国庫支出金 
53,121 
（9.7%） 

地方譲与税 
11,158 
（2.0%） 

その他 
11,362 
（2.1%） 

町税 
64,172 
（11.8%） 

繰入金 
16,550（3.0%） 

使用料・手数料 
12,805（2.3%） 

繰越金 
7,469（1.4%） 

その他 
10,332（1.9%） 

義務的経費 
212,587 
（41.4%） 

投資的経費 
62,405 
（12.2%） 

その他の経費 
238,034 
（46.4%） 

人件費 
99,250（19.3%） 

扶助費 
29,899 
（5.8%） 

公債費 
83,438 
（16.3%） 

普通建設費 
61,095（11.9%） 

災害復旧費 
1,310（0.3%） 

物件費 
73,051 
（14.2%） 

繰出金 
65,157 
（12.7%） 

補助費等 
63,246 
（12.3%） 

その他 
36,580 
（7.2%） 
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H16　  
 

1,296,862 
（50.8％） 
658,806 

（49.2％） 
638,056

H17　  
 

1,270,771 
（55.6％） 
706,549 

（44.4％） 
564,222

H18　  
 

1,232,062 
（57.8％） 
712,132 

（42.2％） 
519,930

H19　  
 

1,208,853 
（57.5％） 
695,090 

（42.5％） 
513,763

町債（借入金）の年度末残高（表４） 
1,300,000 

1,200,000 

1,100,000 

1,000,000 

900,000 

800,000 

700,000 

600,000 

500,000 

0

（単位：万円） 

合　　　　計 
地方交付税で交付が 
見込まれる額 

町の実質負担額 

H20　  
 

1,177,995 
（55.9％） 
658,499 

（44.1％） 
519,496

水道企業 

折線は町の実質負担額 

特別会計 

一般会計 

議会費　　　　　８，０４０万円（　１．６％） 
 
総務費　　１３億２，２１５万円（２５．８％） 
　ケーブルテレビデジタル化工事費 
　温泉施設管理業務委託料 
　さゆり公園管理業務委託料 
　生活バス運行業務委託料 
　生活バス購入費 
 
民生費　　　９億６，４７１万円（１８．８％） 
　出産祝金 
　敬老祝金 
　定額給付金 
　保育所委託料 
　乳幼児医療費助成費 
 
衛生費　　　　　４億２７２万円（　７．８％） 
　高齢者インフルエンザ予防接種事業 
　各種健診委託料 
　ごみ収集運搬委託料 
 
労働費　　　　　　　　　８万円（　０．０％） 

 
 
 

１億９，８２４万円 
３，２５５万円 
４，２３７万円 
３，３２５万円 
１，５２３万円 

 
 

４５０万円 
９６７万円 

１億１，６７１万円 
１億６，８９９万円 

６２０万円 
 
 

１，０８６万円 
２，０８４万円 
３，３９９万円 

 
 

６，４１４万円 
１，５８１万円 
１，２１８万円 
３，８５０万円 

 
 
 
 

９，８３８万円 
１億８，３００万円 

 
 

１，４５５万円 
２８７万円 

 
 

１，５０２万円 
３，４００万円 
２９２万円 
８３６万円 

農林水産業費　４億１，３２２万円（　８．０％） 
 
　中山間地域等直接支払事業 
　耐雪型パイプハウス整備事業（10棟） 
　農地・水・環境保全向上対策負担金 
　林道岩井沢楢木平線開設工事 
 商工費　　　　　４，１４５万円（　０．８％） 
 
土木費　　　４億９，８６３万円（　９．７％） 
　除雪費 
　町道改良舗装工事（３路線） 
 消防費　　　１億８，８７５万円（　３．７％） 
　消防団員報酬 
　小型動力ポンプ（２台） 
 教育費　　　３億７，０６６万円（　７．２％） 
　教育用コンピュータ借上料（小・中学校） 
　スクールバス運行業務委託料 
　小中学校各種大会等出場補助金 
　複式学級緩和対策事業 
 災害復旧費　　　１，３１１万円（　０．３％） 
 
公債費　　　８億３，４３８万円（１６．３％） 

３
　
４
５
９
万
円
（
１
　
６
％
）
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
人
件
費
と
公
債
費
で
減
少
し
ま

し
た
。
 

　
投
資
的
経
費
は
、
災
害
復
旧
費
が
大
き
く
減

額
と
な
っ
た
こ
と
や
普
通
建
設
費
の
減
少
に
よ

り
２
億
８
　
２
７
２
万
円
（
　
　
２
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
般
的
経
費
は
、
２
億
８
２
６
万
円
（
９
　

６
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。
定
額
給
付
金
の
給

付
に
よ
り
補
助
費
等
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
や
、
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
繰
出

金
の
増
額
な
ど
が
要
因
で
す
。
 

【
町
債
（
借
入
金
）
の
状
況
】
 

　
町
債
は
、
道
路
や
橋
、
建
物
、
上
下
水
道
な

ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
施
設
を
建
設

す
る
場
合
に
、
将
来
使
用
す
る
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
整
備
の
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
考
え
か

ら
、
整
備
資
金
を
借
り
入
れ
、
毎
年
度
分
割
し

て
返
済
し
て
い
く
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
 

　
町
は
町
債
の
残
高
を
減
ら
す
よ
う
国
や
県
の

補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
共
に
、
計
画

的
に
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
返
済
金
の
範
囲

内
で
の
借
り
入
れ
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
町
全
体
の
平
成
　
年
度
末
の
借
入
残
高

は
前
年
度
末
よ
り
３
億
８
５
８
万
円
（
２
　
６

％
）
減
少
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
町
債
に
は
、
地
方
交
付
税
で
返
済
金

の
　
％
が
交
付
さ
れ
る
「
辺
地
対
策
事
業
債
」

や
、　
％
が
交
付
さ
れ
る「
過
疎
対
策
事
業
債
」
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
有
利
な
町
債

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
実
質
負
担
額

の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
百
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
経
済
危
機
対
策
の
た
め
の
定
額
給
付
金

や
地
域
活
性
化
に
要
す
る
交
付
金
が
交
付
さ
れ

た
こ
と
か
ら
２
億
１
　
６
３
０
万
円
（
　
　
７

％
）
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

◆
歳
出
の
状
況
（
図
３
）
 

　
歳
出
は
、前
年
度
よ
り
１
億
９
０
５
万
円（
２
 

１
％
）
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
義
務
的
経
費
は
 

68.

.

,

,

,

31.

.

.20

8070

.
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特別会計 （単位：万円） 

　　会　計　名 

工業団地造成事業  

商業団地造成事業 

住宅団地造成事業  

下 水 道 施 設 事 業 

農業集落排水処理事業 

個別排水処理事業 

老 　 人 　 保 　 健 

後 期 高 齢 者 医 療 

国民健 

康保険 

介 　 護 　 保 　 険 

簡 易 水 道 等 事 業 

水　道 

事　業 

歳入総額 

2 

1,680 

65 

21,213 

34,962 

2,855 

19,784 

10,305 

110,499 

46,312 

89,203 

9,664 

15,676 

683

歳出総額 

0 

0 

64 

20,971 

34,760 

2,659 

19,043 

10,289 

104,647 

45,304 

87,834 

9,340 

15,409 

8,456

歳入歳出差引額 

 2 

1,680 

1 

242 

202 

196 

741 

16 

5,852 

1,008 

1,369 

324 

267 

△7,773

事 業 勘 定 

診療施設勘定 

収益的収支 

資本的収支 

健全化判断比率（表５） 

 
実質赤字比率 
 
 
 
連結実質赤字比率 
 
 
 

実質公債費比率 
 
 
 
 

将来負担比率 

一般会計を対象とし 
た実質赤字の標準財 
政規模に対する比率 
 
全会計を対象とした 
実質赤字の標準財政 
規模に対する比率 
 
一般会計が負担する 
元利償還金及び準元 
利償還金の標準財政 
規模に対する比率 
 
一般会計が将来負担 
すべき実質的な負債 
の標準財政規模に対 
する比率 

 
－　　 

 
 
 

－　　 
 
 
 

１８.２％ 
 
 
 
 

２０２.９％ 

 
－　　 

 
 
 

－　　 
 
 
 

１７.６％ 
 
 
 
 

１８６.１％ 

 
－　　 

 
 
 

－　　 
 
 
 

△０.６％ 
 
 
 
 

△１６.８％ 

 
１５.００％ 

 
 
 

２０.００％ 
 
 
 

２５.０％ 
 
 
 
 

３５０.０％ 

 
２０.００％ 

 
 
 

４０.００％ 
 
 
 

３５.０％ 

備考　実質赤字比率及び連結実施赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています。資金不足比率は、 
　　　各会計とも資金不足額がないため該当はありません。 

指標の説明 
比　率 基準値 

H20
指　標 

H19 増減 早期健全化基準 財政再生基準 

【
財
政
指
数
の
状
況
】
 

◆
経
常
収
支
比
率
 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
 

８
％
と
な
り
、
１
　
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
歳
入
で
は
普
通
交
付
税
が
増
額
と

な
っ
た
こ
と
や
、
歳
出
で
は
人
件
費
や
公
債
費

（
町
債
の
返
済
金
）
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

◆
起
債
制
限
比
率
 

　
一
般
会
計
の
公
債
費
返
済
額
の
割
合
を
表
す

数
値
で
、
低
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
も
の
で
す
。

平
成
　
年
度
の
数
値
は
９
　
４
％
で
、
前
年
度

よ
り
０
　
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
 

◆
健
全
化
判
断
比
率
（
表
５
）
 

　
借
入
金
の
返
済
割
合
や
将
来
負
担
の
割
合
に

よ
る
財
政
指
標
で
、
各
比
率
が
基
準
値
を
超
え

た
場
合
は
早
期
健
全
化
団
体
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
）
や
財
政
再
生
団
体
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）
と

な
り
、
財
政
の
健
全
化
や
再
生
を
図
る
た
め
の

計
画
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
決
算
の
本
町
の
比
率
は
、
全
て
 

基
準
値
以
内
と
な
り
、
比
率
も
昨
年
度
よ
り
改

善
し
ま
し
た
。
 

91.

.

20.

.

20
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意
見
公
募
の
提
出
・
総
合
計
画
に
 

　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
 

 西
会
津
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

〒
９
６
９
│
４
４
９
５
 

　
西
会
津
町
野
沢
字
 

　
　
　
　
　
下
小
屋
上
乙
３
２
６
１
 

　
電
　
話
　
│
４
５
３
６
 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
│
４
１
９
９
 

　
電
子
メ
ー
ル
 

　seisaku@
tow
n.nishiaizu. 

　fukushim
a.jp

 

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　http://w
w
w
.tow
n.nishiaizu. 

　fukushim
a.jp/

45 45

奥川支所での町民懇談会（10／26） 

　昨年から総合計画検討会議と役場プロジェクトチームが中心となり取り組んできた「総合計画」づくりの作業 

も計画案がおおむねできあがり、いよいよ仕上げの段階になりました。最終的には町議会に提案し議決されて決 

定しますが、その前に町民の皆さんから意見をいただく「町民懇談会」と「意見公募」を実施します。これらは、 

まちづくり基本条例の「町民参加のしくみ」に基づいて行う大切な作業です。 

新しい総合計画案のかたち 

「みんなの声が響くまち　にしあいづ」をまちづくりの 
基本にすえ、そのもとに３つの目標を掲げ、その実現に 
向け各種取組みを展開することにしています。 

まちづくりの目指すもの 
▼ 

各種取組み 
▼ 

こころ豊かな 

人を育む 

まちづくり 

豊かで魅力ある 

まちづくり 

人と自然に 

やさしい 

まちづくり 

子育て支援、学 

校教育、生涯学 

習、スポーツ活 

動、芸術文化 

農林業、商工業、 

観光・地域資源 

活用、定住と交 

流、情報化 

保健、医療、福 
祉、コミュニティ、 
交通、道路、雪 
対策、上・下水 
道、環境、防災 

基本となる考え 
▼ 

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち
 
に
し
あ
い
づ
 

意
見
公
募
を
実
施
 ！！ 

町
民
懇
談
会
開
催
中
！
 

    　
「
総
合
計
画
づ
く
り
の
た
め
の
町

民
懇
談
会
」
は
　
月
末
か
ら
　
月
は

じ
め
に
か
け
、
町
内
５
カ
所
の
会
場

で
開
催
中
で
す
。
 

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
新
し
い
総
合

計
画
の
あ
ら
ま
し
を
役
場
よ
り
説
明

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
町
の

将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
広
く
意
見
交
換
す
る
も
の

で
す
。
 

　
そ
の
先
頭
を
き
っ
て
　
月
　
日
、

第
１
回
目
の
町
民
懇
談
会
を
奥
川
支
 

 所
で
開
催
し
、
奥
川
地
区
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
子

ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
現
状
や
遊
休

施
設
の
活
用
、
町
民
バ
ス
の
問
題
な

ど
様
々
な
課
題
が
出
さ
れ
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
出
席
し
た
伊

藤
勝
町
長
と
熱
心
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
あ
と
　
月
２
日
に
は
新
郷
連

絡
所
で
、
同
じ
く
４
日
に
は
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
５
日
に
は
林
業
研
修
セ

ン
タ
ー
で
、
ま
た
９
日
に
は
交
流
物

産
館
よ
り
っ
せ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
午
後

６
時
　
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
 

                      ﹇
総
合
計
画
案
の
公
表
﹈
 

　
平
成
　
年
　
月
４
日
か
ら
役
場
ま

ち
づ
く
り
政
策
室
、
町
公
民
館
、
新

郷
連
絡
所
、
奥
川
支
所
で
総
合
計
画

案
（
基
本
構
想
、
基
本
計
画
）
を
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

﹇
意
見
の
募
集
﹈
 

　
総
合
計
画
案
に
意
見
の
あ
る
場
合

は
、
別
途
各
戸
に
配
布
の
「
意
見
応

募
用
紙
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
 

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
に
提
出
し
て
く
 

だ
さ
い
。
意
見
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
 

                 ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
も
可

能
で
す
。
 

﹇
意
見
提
出
の
資
格
﹈
 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
 

①
町
内
に
居
住
す
る
者
、
②
町
内
で

働
く
者
、
③
町
内
で
学
ぶ
者
、
④
町

内
で
事
業
を
営
む
も
の
、
⑤
そ
の
他

町
内
で
活
動
す
る
も
の
　
 

﹇
意
見
の
募
集
期
間
﹈
 

　
平
成
　
年
　
月
４
日
 

　
　
　
　
〜
　
月
　
日
（
　
日
間
）
 

﹇
提
出
意
見
の
取
り
扱
い
﹈
 

　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
役
場
で
検
討

し
、
そ
の
意
見
に
対
す
る
考
え
方
も

整
理
し
て
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
に
対
し
て
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
 

21

11

21

1111

20

17

10

11

11

30

10

26
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鈴木芽生さん 

　　　校長　阿部　光成 
　「西高の特徴は？」と 
の問いかけには、先ず、 
進学教養・ビジネス情報・ 
福祉ケアの３つのコース 
があることを説明しています。西高生は 
自分の将来にしっかりとした目標を立て 
て達成を目指してがんばっています。次 
に、部活動の活躍を挙げます。本年度も 
ボートの女子シングルスカルでは全国高 
校総体３位・新潟国体２位と大活躍、そ 
して放送部は全国高校放送コンテストで 
優良賞を受賞と、こちらも素晴らしい成 
績でした。そして３つ目には、少人数に 
よるきめ細かな指導体制が組み込まれて 
いるということです。 
　本人のやる気次第で、大きな目標が達 
成できるのが西高です。来年度も多くの 
生徒が入学するよう、中学校への学校説 
明会に出向いたり、学校での出来事を報 
道機関等にＰＲしたりと西高の理解を深 
めてもらえるよう全校挙げてがんばって 
います。 

         活
性
化
対
策
協
議
会
を
開
催
 

　
町
で
は
、
県
教
育
委
員
会
の
県
立
高
等
学
校

改
革
計
画
よ
る
西
会
津
高
校
の
分
校
化
の
問
題

を
受
け
て
、
平
成
　
年
度
に
西
会
津
高
校
活
性

化
対
策
協
議
会
を
組
織
し
、
こ
れ
ま
で
行
な
っ

て
き
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
の
貸
与
や
生

徒
会
活
動
後
援
会
へ
の
補
助
に
加
え
、会
津
坂
下
 

町
方
面
へ
の
町
民
バ
ス
の
運
行
や
通
学
定
期
の

引
き
下
げ
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
平
成
　
年
度
の
入
学
者
が
募
集
 

国
体
ボ
ー
ト
で
２
位
入
賞
！
 

　
９
月
　
日
に
新
潟
県
の
津
川
漕
艇
場
で
開
催

さ
れ
た
第
　
回
国
体
の
ボ
ー
ト
競
技
、
少
年
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
、
西
会
津
高
校
３
年
の

鈴
木
芽
生
さ
ん
（
野
沢
）
が
２
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
 

　
鈴
木
さ
ん
は
昨
年
、
大
分
国
体
少
年
少
女
舵

手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
福
島
県
選
抜
チ
ー
ム
で
出

場
し
優
勝
、
そ
し
て
今
年
８
月
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

の
３
位
入
賞
に
続
く
快
挙
で
、
　
月
５
日
に
阿

部
校
長
と
顧
問
の
鴫
原
恵
子
先
生
と
役
場
を
訪

れ
、
町
長
に
入
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

         定
員
　
名
の
１
／
２
を
超
え
た
こ
と
か
ら
分
校

化
は
一
旦
は
白
紙
に
な
っ
た
も
の
の
、
　
年
度

は
　
名
と
依
然
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
 

　
８
月
　
日
に
開
か
れ
た
協
議
会
で
は
、
伊
藤

勝
町
長
を
会
長
に
選
出
し
、
活
動
の
経
過
が
報

告
さ
れ
た
あ
と
、
事
業
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
今
年
度
は
、
会
津
坂
下
町
方
面
へ
の
町
民
バ

ス
の
運
行
や
生
徒
会
活
動
後
援
会
へ
の
補
助
、

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
の
貸
与
な
ど
を
継
続

す
る
ほ
か
、
県
教
委
に
対
し
て
１
ク
ラ
ス
　
人

学
級
の
実
現
要
望
等
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

30
64

10

　西会津高校は、入学時は普通科２クラスですが、２年生から生徒 
の進路希望を達成させるため、進学教養・ビジネス情報・福祉ケア 
の３コースに分かれます。中でも福祉ケアコースは、福祉全般につ 
いて学び「ホームヘルパー２級」の資格を取得して、コース関連施 
設などへの就職や上級学校への進学を目指します。 
　町では西会津高校を卒業し、保健師、理学療法士、作業療法士、 
介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士又は管理栄養士を養成す 
る学校に在学し、将来これらの業務に従事しようとする学生に、月 
額３６，０００円を上限に無利息で貸与する『トータルケア修学資 
金制度』を町独自で設けています。お気軽にご利用ください。 
【問い合わせ先】　健康福祉課福祉介護係　　　４５－２２１４ 

◆支援制度の活用を◆ 

委員長 
矢部　征男（松峯） 
任期 
平成21年９月25日～ 
　　　　　　１年間 

委員（新任） 
田崎　敬修（芝草） 
任期 
平成21年９月28日～ 
平成22年10月14日 

教育長 
佐藤　　晃（上野尻） 
任期 
平成21年９月25日～ 
平成23年12月25日 

町教育委員会委員の異動 

35

80

21

42

31

20
19
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【着け方】 
①鼻・口・あごを覆う。特 
に鼻と口の 
両方を確実 
に覆う。 
 
 
 
②可変式の鼻部分を鼻筋に 
フィットさせる。ゴムひも 
を調節し、 
両耳にしっ 
かり固定す 
る。 
 
 
【外し方】 
片耳のゴムひもを持ち、顔 
から外す。マスクの表面に 
触れないよ 
う注意し、 
蓋つきのご 
み箱に捨て 
る。 

①口の中 
の汚れを 
取るよう 
に、ブク 
ブクうが 
いをする。 
 
 
 
②いった 
ん、水を 
吐き出す。 
 
 
 
 
③もう一 
度水を含 
み、のど 
の奥まで 
３回以上、 
ガラガラ 
うがいを 
する。 

①石鹸をよく泡立て、手の 
ひらと甲を５回ずつ洗う。 
 
 
 
 
 
 
②指の間、親指の周り、手 
の側面も各５回ずつ洗う。 
 
 
 
 
 
③爪・指先、手首をそれぞ 
れ５回ずつ洗い、流水です 
すぎ、清潔なタオルで手を 
拭き、乾燥させる。 

予　防　の　３　本　柱 

う　が　い 手　洗　い マスクの着用 

和田伊織ちゃん 
（１０町内・武士） 

 

穴澤翔和くん 
（西林東・和香子） 

江川愛彩美ちゃん 
（さゆりが丘・恵一） 

外島大輔くん 
（下野尻・拓） 

９月１６日、３歳児４名を対象に健康診査を行った結果、全員が虫歯のない子でした。 

～うつらない予防の秘訣～ 

  　
対

象

者
　
〜
　
　
歳
以
上
の
方
 

　
実
施
期
間
　
〜
　
　
月
　
日
（
日
）
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日
（
木
）
 

　
実
施
場
所
　
〜
　
県
内
指
定
医
療
機
関
 

　
接
種
料
金
　
〜
　
無
料
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

 ●
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。
 

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
三
食
規
則
正
し
 

　
く
と
る
。
 

●
適
度
の
運
動
を
し
、
厚
着
を
し
す
ぎ
な
い
。
 

●
な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
る
。
 

●
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る
。
 

●
予
防
接
種
を
受
け
る
。
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、
数
十
年
間
隔
で
発

生
す
る「
新
型
」と
、毎
年
流
行
を
繰
り
返
す「
季

節
性
」の
二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。新
型
で
も

季
節
性
で
も
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
は
同

じ
で
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
流
行
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

　
と
く
に
心
臓
病
や
糖
尿
病
、
ぜ
ん
息
な
ど
慢

性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
方
や
、
妊
婦
な
ど
は
、
 

重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

65

47

11

1
12

31
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　　歳出総額　（Ａ） 

　　人 件 費　（Ｂ） 

　　人件費率　Ｂ／Ａ 

　　５２３，９３０万円 

　　１０１，３８４万円 

　　　１９．７０％ 

 

職員数（Ａ） 

１１１人 

給与費計（Ｂ） 

６５，７９４万円 

１人当たり給与費　Ｂ／Ａ 

５９２万円 

職員数など 

職員数の状況（平成２０年４月１日現在）　　　単位：人 

職員の採用及び退職の状況　　　　　　　　　　単位：人 

職員数 

１２８ 

　　２ 

　　２ 

１３２ 

職種 

一般行政職 

医療職 

技能労務職 

合計 

　町では、平成１６年度から業務の効率化、事務事業の見直 
しなどにより職員数を削減しています。 

※条例の定数は１６４人となっており、▲３２人になってい 
　ます。 

職種
 

 

一般行政職 

技能労務職 

合計 

採用　　 

（H20.4.1） 

０ 

０ 

０ 

 

定年 

１ 

０ 

１ 

 

勧奨 

１ 

０ 

１ 

 

合計 

５ 

０ 

５ 

 

その他 

３ 

０ 

３ 

退職（H19.4.2～H20.3.31） 

部門別職員数（平成２０年４月１日現在）　　　単位：人 

部　門 

議　会 

まちづくり政策室 

総務税政 

町民情報 

健康福祉 

職員数 

３ 

５ 

２３ 

１１ 

３７ 

部　門 

経済振興 

地域整備 

出納室 

教　育 

 

合　計 

職員数 

１８ 

１７ 

３ 

１５ 

 

１３２ 

初任給の状況（平成２０年４月１日現在） 

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を「100」 

　とした場合の町職員の給与水準を示したものです。 

※平均給料月額とは、基本給の平均です。 

※平均給与月額とは、給料月額と扶養手当や住居手当など 

　の諸手当の額を合計したものです。 

　　　　区分 

 
一般行政職

 

 
技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

　　西会津町 

１７４，３００円 

１４１，９００円 

１３９，０００円 

１２７，０００円 

　　福島県 

１８１，０００円 

１４６，３００円 

１５４，５００円 

１３９，２５０円 

ラスパイレス指数（各年度４月１日現在） 

　　年度 

平成２０年度 

平成１５年度 

西会津町 

９５．３ 

９５．５ 

市町村全国平均 

　　９４．２ 

　　９５．７ 

職員の給与など 

平均給料月額など 

職員給与の状況（平成１９年度一般会計決算） 

人件費（平成１９年度一般会計決算） 

　　職種 

一般行政職 

技能労務職 

　平均給料月額 

３２１，８００円 

３１５，１００円 

　平均給与月額 

３５５，４００円 

３７８，７００円 

平均年齢 

４１．８歳 

５０．６歳 

手当の状況 

 

◆期末・勤勉手当（平成１９年度） 

※職制上の段階などによる加算措置として、役職加算で５ 
　～１５％加算されています。 
※年間４．４５月分が６月と１２月の２回に分けて支給さ 
　れています。 
※国の支給割合は、期末手当３．０月分、勤勉手当１．５ 
　０月分です。 

期末手当 

２．９５月分 

勤勉手当 

１．５０月分 

　　１人当たり平均支給額 

　　１，５３２，０００円 
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　　　　　区分 
 
給料
 
 
報酬 
 
 
 
期末 
手当 

 
町　長 
副町長 
議　長 
副議長 
議　員 
町　長 
副町長 
議　長 
副議長 
議　員 

給料月額等 
７３０，８００円 
６１４，０００円 
２６６，０００円 
２１７，４００円 
１９５，５００円 

 
３．３月分

 
 

３．３月分 

勤務時間の状況 

勤務時間（平成２０年４月１日現在） 

※国の統一公表様式に準じて公表しているため、一部数値については１年遅れでの公表となります。 

１週間の勤務時間 
４０時間 

１日の勤務時間 
８時間 

勤務体系 
通常 
窓口延長 

勤務体系 

　通常 

窓口延長 

　　　　休憩時間 

１２：００～１２：４５ 

１４：１５～１５：００ 

開始時刻 
　８：３０ 
１０：３０ 

終了時刻 
１７：１５ 
１９：１５ 

区分 

勤続２０年 

勤続２５年 

勤続３５年 

最高限度額 

自己都合 

２３．５０月分 

３３．５０月分 

４７．５０月分 

５９．２８月分 

勧奨・定年 

３０．５５月分 

４１．３４月分 

５９．２８月分 

５９．２８月分 

◆退職手当　（平成２０年４月１日現在） 

◆特殊勤務手当（平成１９年度・年額） 

支給実績（医師分は除く） 

手当支給職員の割合 

手当の種類 

４５４，０００円 

１５．２％ 

９種類 内容及び支給単価 
配偶者 
１３，０００円 
配偶者以外 
　６，０００円 
１６歳から２２ 
歳までの子への 
加算措置 
　５，０００円 

　　　支給実績額 
 
 
 

１８,３５９,０００円 

　支給職員１人あたり平均支給額 
 
 
 

２４８,０９４円 

◆扶養手当（平成１９年度・年額） 

内容及び支給単価 
借家（家賃９， 
５００円以上） 
上限 
２７，０００円 
自家（新築・購 
入から５年間） 
　３，５００円 
自家（新築・購 
入から６年後） 
　２，５００円 

　　　支給実績額 
 
 
 
 
 
４，４６２，０００円 

支給職員１人あたり平均支給額 
 
 
 
 
 
８７,４９４円 

◆住居手当（平成１９年度・年額） 

内容及び支給単価 
　交通機関利用 
　月額相当額 
　自家用車利用 
　２，３００円～ 
　５７，０００円 

　　　支給実績額 
 
 
８，１７２，０００円 

支給職員１人あたり平均支給額 
 
 
９５,０３３円 

◆通勤手当（平成１９年度・年額） 

内容及び支給単価 
管理職以上 
参事～４４，６００円 
課長～４２，３００円 
主幹～２９，８００円 
診療所長～ 
　　 １５０，１００円　 
診療所長代理～ 
　　 １２３，５００円　 

支給実績額 
 
 
 

８，２３６，０００円 

支給職員１人あたり平均支給額 
 
 
 

６８６,４００円 

◆管理職手当（平成１９年度・年額） 

内容及び支給単価 
１１月～３月 
７，３６０円～ 
１７，８００円 

支給実積額 
 

８，８５１，０００円 

支給職員１人あたり平均支給額 
 

６５，０８４円 

◆寒冷地手当（平成１９年度・年額） 

特別職の報酬等の状況（平成２０年４月１日現在） 

町の人事行政
運営等の状況
町の人事行政
運営等の状況
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みんなの広場 みんなの広場 
齋
藤
　
和
子
 

　
　
〔
6
町
内
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
高
久
孝
志
さ
ん
（
萱
本
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
『
Ｐ
Ａ
入
門
―
基
礎
が
身
に
付
く
Ｐ
Ａ
の
教
科
書
―
（
小
瀬
高
夫
 

＋
須
藤
浩
・
株
式
会
社
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）』
こ
の
本
は
、音
響
 

に
興
味
の
あ
る
人
や
音
楽
活
動
（
バ
ン
ド
）
で
の
音
響
を
き
ち
ん
と
行
 

い
た
い
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
で
す
。
」
 

　
こ
の
本
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
ま
ず
Ｐ
Ａ
と
は
ど
ん
な
仕
事
か
、音
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
 

機
材
の
基
本
と
簡
単
な
ラ
イ
ブ
で
の
音
響
の
設
置
方
法
が
書
い
て
あ
り
、
 

音
響
に
携
わ
っ
て
い
る
プ
ロ
の
人
な
ら
絶
対
に
知
っ
て
い
る
基
礎
知
識
 

で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
音
響
の
基
礎
で
は
、
音
っ
て
本
当
に
不
思
議
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
 

と
が
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ
て
、『
そ
う
だ
っ
た
の
！
』
と
驚
き
ま
し
た
。
 

後
半
で
は
『
イ
ベ
ン
ト
で
見
か
け
る
音
響
さ
ん
っ
て
、
こ
ん
な
作
業
も
 

し
て
い
た
ん
だ
な
ぁ
。
』
と
思
い
ま
し
た
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
音
響
に
興
味
が
あ
っ
 

て
将
来
は
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
 

人
が
、
音
響
の
実
際
を
知
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。「
舞
台
機
構
調
整
」
 

と
い
う
検
定
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
 

の
本
を
き
ち
ん
と
理
解
す
れ
ば
取
 

得
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
「
音
 

響
の
基
本
」
を
よ
く
学
べ
ま
す
の
 

で
、
音
楽
活
動
な
ど
で
も
っ
と
い
 

い
音
を
求
め
る
方
に
ぜ
ひ
読
ん
で
 

も
ら
い
た
い
で
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　金子　和広さん（10月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　いつもお世話になっています。 
今後ともよろしくお願いします。 

あなたの趣味は？ 
　片づけ、洗濯 
 
あなたの特技は？ 
　小鼻をピクピク動かすこと 
 
今はまっている食べ物は？ 
　○○さんのゴボウのから揚げ 
と○○さんのトマトたっぷりピ 
ザ。ビールがすすみます！！ 
 
やってみたいことは？ 
　３０歳くらい若返ってミス 
おとめゆりになってみたい！！ 

あなたのモットーは？ 
　いつもニコニコ元気よく！！̂ □^ 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　そのまんまB型！！>∩< 
 
最近感動したことは？ 
　娘を初めてTDLに連れて行っ 
たら、偶然ご近所の親子に３回 
も会ったこと（うちは日帰り、 
ご近所親子は２泊３日！！） 
 
次の方を紹介してください。 
　N・Oさん（大久保） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
娘
の
七
五
三
の
お
祝
い
写
真
』
 

　
「
外
国
語
指
導
助
手
と
国
際
交
流
員
 

　
　
の
二
人
が
い
っ
し
ょ
に
お
祝
い
し
 

　
　
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
交
流
し
 

　
　
て
い
ま
す
」
 

著
者
の
小
瀬
高
夫
さ
ん（
右
）と
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　第２回越後街道野澤宿宿場文化まつりが１０月 
１８日に開催されました。 
　会場となった野澤中央通には、宿場の茶屋を模 
した出店や、昭和の駄菓子屋さんを再現した出店 
などが建ち並び、また路地裏ではぱったやこま回 
しなど昔の遊びを子どもたちが体験しました。 
　訪れた皆さんは、古き良き西会津を満喫してい 
ました。 

　元町教育委員会委員長の長谷川虎男さん（真ヶ 
沢）が高齢者叙勲（瑞宝双光章）を受章しました。 
　長谷川さんは大正１０年生れの８８歳で、昭和 
１６年から４２年間、教職員として活躍され、こ 
の間、野沢小学校長などを歴任されました。 
　退職後は、町教育委員会委員長などを務められ、 
町教育行政の発展に貢献されました。 
　伝達式は、１０月１６日に町役場で行われ、長 
谷川さんに伊藤町長から叙勲が贈られました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 
　小学校芸術鑑賞会が１０月７日にさゆり公園 
体育館で行われました。 
　世界的な二胡奏者の姜建華さんらが中国独特 
の楽器の二胡や中国琵琶、馬頭琴の説明をしな 
がら、演奏を披露しました。 
　参加した児童たちは、中国民族楽器の美しい 
音色に聞き入っていました。 

　
　
月
４
日
、
第
　
回
町
交
通
安
全
町
 

民
大
会
が
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
お
 

よ
そ
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
尽
 

力
さ
れ
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
あ
 

と
、
町
内
の
各
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
 

高
齢
者
代
表
の
方
な
ど
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

を
発
表
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
 

し
た
。
 

　
最
後
に
、
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
 

れ
、
参
加
者
全
員
で
交
通
事
故
の
絶
滅
 

を
誓
い
ま
し
た
。
 

　
大
会
の
終
了
後
は
、
県
警
音
楽
隊
と
 

一
緒
に
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
 

沿
道
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
へ
交
通
安
全
 

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

　
　
月
　
日
、
第
２
回
い
 

き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
 

西
会
津
が
さ
ゆ
り
公
園
で
 

開
催
さ
れ
、
１
４
５
人
が
 

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
は
じ
め
に
、
ノ
ル
デ
ィ
 

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
 

会
が
行
わ
れ
、
正
し
い
歩
 

き
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
 

だ
あ
と
、
　
㎞
・
７
㎞
・
 

５
㎞
・
３
㎞
の
４
つ
の
コ
 

ー
ス
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
 

し
ま
し
た
。
 

　
ポ
ー
ル
を
持
っ
た
参
加
 

者
の
皆
さ
ん
は
、
元
気
に
 

秋
の
西
会
津
路
を
歩
き
ま
 

し
た
。
 

10

12

10

10

10

in

ジャンジェンホァ 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
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マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
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″ 

″ 

生
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学
習
マ
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コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

一般の部　大賞受賞者 

小出　真由美さん 

                  　
芸
術
村
の
第
４
回
公
募
展
が
　
月
　
日（
土
）
 

か
ら
　
日
（
木
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
芸
術
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

  　
芸
術
村
の
第
５
期
招
へ
い
芸
術
家
、
ラ
デ
・

ヤ
ラ
ク
さ
ん
と
ユ
リ
ア
・
ヤ
ナ
ロ
バ
さ
ん
の
歓

迎
会
が
公
募
展
に
あ
わ
せ
て
　
月
　
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
や
芸
術
村
の
関
係
者
、
そ
し
て
新
郷
地
区

の
皆
さ
ん
な
ど
約
　
名
が
出
席
し
、
二
人
の
入

村
を
お
祝
い
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

              【
出
身
】
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
ド
ブ
ロ
ニ
ク
市
 

【
芸
術
分
野
】
絵
画
・
文
学
ほ
か
 

【
あ
い
さ
つ
】
 

　
日
本
に
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
本
当
に
 

　
幸
せ
で
す
。
 

  【
出
身
】
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
プ
ロ
ヴ
デ
ィ
ブ
市
 

【
芸
術
分
野
】
絵
画
・
宝
飾
ほ
か
 

【
あ
い
さ
つ
】
 

　
日
本
で
友
達
が
で
き
る
こ
と
と
日
本
の
文
化
 

　
を
知
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

     　
初
日
の
　
日
に
は
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
学

生
の
部
で
長
谷
川
裕
美
さ
ん
（
郡
山
女
子
大
学

短
期
大
学
部
）
、
一
般
の
部
で
は
小
出
真
由
美

さ
ん
（
神
奈
川
県
）
の
作
品
が
大
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、本
町
で
は
新
田
穂
積
さ
ん（
萱

本
）
の
作
品
が
準
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
公
募
展
で
は
、
他
に
拓
本
や
ク
ラ
フ
ト
の
作

品
な
ど
も
特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
市
や
茶
席
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
 

             　
芸
術
村
コ
ン
サ
ー
ト
が
　
月
　
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
高
生
が
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
た
さ
ゆ
り
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
、
大
正
琴
の
も
も
の
会
の
演
奏
、
そ
し

て
町
内
の
お
じ
さ
ん
バ
ン
ド
の
Ｔ
―
Ｄ
Ａ
Ｘ
や

東
京
か
ら
来
町
し
飛
び
入
り
で
出
演
し
た
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
な
ど
の
歌
声
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

50

10

10

10

10

11

10

10

15

西
会
津
国
際
芸
術
村
 

木
造
校
舎
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
 

　
　
　
公
募
展
が
開
か
れ
る
 

響
く
サ
ウ
ン
ド
 

芸
術
家
歓
迎
会
 

第
１
区 

白
河
市
総
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運
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も
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県
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６
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　１０月４日（日）、さゆり公園を会場に野沢 
地区のソフトボール大会とバレーボール大会 
を開催しました。 
　この日は天気にも恵まれ、地区の親睦と、 
健康増進を図りながらスポーツの秋を楽しみ 
ました。 
【大会結果】 

第４６回ソフトボール大会 
・優　勝～芝　草　・準優勝～安　座 
・第３位～５町内、６町内 
第３５回バレーボール大会 
・優　勝～芝草Ｂ　・準優勝～７町内 
・第３位～２町内、堀　越 

～野沢町内親善球技大会が開催～ 

     　
　
月
３
日
（
土
）
福
島
市
の
あ
づ
ま
球
場
で

開
か
れ
た
第
３
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野

球
大
会
の
２
日
目
、
第
１
試
合
に
本
町
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
 

　
対
戦
相
手
は
昨
年
と
同
じ
新
地
町
で
、
本
町

チ
ー
ム
は
初
回
に
赤
城
圭
泰
選
手
（
堀
越
）
が

長
打
を
放
ち
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
ま
し
た
が
、

得
点
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
の
後
、３
回
と
６
回
に
得
点
を
ゆ
る
し
、
 

そ
の
結
果
０
対
２
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
が
一
つ
に
な
り
全
員
野
球
で
戦
っ
た

姿
は
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

   　
福
島
県
で
は
、
　
月
１
日
を
「
ふ
く
し
ま
教
 

育
の
日
」
と
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
教
育
に
対

す
る
関
心
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
内
の
各
学
校
で
は
、
文
化
祭
や
授
業
参
観

な
ど
町
内
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
、こ
の
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
 

私
た
ち
の
町
の
教
育
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

○
西
会
津
中
学
校
　
　
月
３
日
　
　
光
桐
祭
 

○
野
沢
小
学
校
　
　
月
７
日
 

　
　
　
　
　
　
　
野
沢
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

○
新
郷
小
学
校
　
　
月
７
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぶ
し
の
つ
ど
い
 

○
奥
川
小
学
校
　
　
月
７
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
川
っ
子
ま
つ
り
 

○
尾
野
本
小
学
校
　
　
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
も
と
フ
ェ
ス
タ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

【
監
　
督
】
鈴
木
　
洋
（
軽
沢
）
 

【
コ
ー
チ
】
片
浦
清
孝
（
８
町
内
）
 

【
コ
ー
チ
兼
選
手
】
佐
藤
正
光
（
下
小
島
）
 

【
１
　
区
】
長
谷
川
み
ゆ
き
（
西
中
２
年
）
 

【
２
　
区
】
薄
上
南
平
（
喜
多
方
高
２
年
）
 

【
３
　
区
】
小
島
　
匠
（
西
中
３
年
）
 

【
４
　
区
】
渡
部
和
之
（
上
小
島
）
 

【
５
　
区
】
岩
原
　
隼
（
喜
多
方
商
２
年
）
 

【
６
　
区
】
雅
楽
川
隼
人
（
宝
川
）
 

【
７
　
区
】
中
丸
怜
也
（
西
中
２
年
）
 

【
８
　
区
】
渡
部
悠
太
（
西
中
２
年
）
 

【
９
　
区
】
薄
上
あ
お
い
（
西
中
２
年
）
 

【
　
　
区
】
関
口
洋
平
（
西
林
東
）
 

【
　
　
区
】
伊
藤
な
な
み
（
西
中
２
年
）
 

【
　
　
区
】
五
十
嵐
洋
平
（
会
津
若
松
市
）
 

【
　
　
区
】
薄
上
紘
太
郎
（
宮
城
大
１
年
）
 

【
　
　
区
】
佐
藤
裕
亮
（
西
中
２
年
）
 

【
　
　
区
】
長
谷
川
結
（
西
中
２
年
）
 

【
　
　
区
】
江
川
正
樹
（
牧
）
 

渡
部
瑠
偉（
西
中
２
年
）、田
崎
雄
也（
６
町
内
）、
 

長
谷
川
陽
平（
西
中
２
年
）、井
上
貴
子（
西
原
）
 

 

11
1111111111

14

10 西
会
津
チ
ー
ム
善
戦
も
 

　
　
　
リ
ベ
ン
ジ
な
ら
ず
 

10111213141516
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　昭和２９年７月１日に１町９カ村が合併し 
て町政が施行されてから、今年で５５年を迎 
えました。 
　この節目の年にあたり、これまでの歴史を 
振り返りながら、町の未来を創造する出発点 
とするため、町制施行５５周年記念式典を開 
催します。 
◆開催日　　１１月２９日（日） 
◆場　所　　西会津中学校　多目的ホール 
◆内　容 
　第１部　　９時３０分～ 
　　記念式典及び自治功労者表彰式 
　第２部　　１１時～ 
　　記念講演（公開講座） 
　　　株式会社ジェイティービー常務取締役 
　　　の清水愼一氏を講師に迎え「西会津を 
　　　支える元気な町民」と題した講演を行 
　　　います。ご近所お誘いあわせのうえ、 
　　　ぜひご来場ください。 
【問い合わせ先】 
　総務税政課総務係　　　　４５－２２１１ 

1112

10

11

30

24

2627

11

15

11

15

21
10

16

11

1820

30

21

45

45

22

21

21

11

11

25

11

26

11

30

20

30

30

   　
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

説
明
会
と
個
人
事
業
者
の
青
色
申
告

決
算
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
 

　
関
係
す
る
方
に
は
、
税
務
署
か
ら

案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◆
年
末
調
整
説
明
会
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
時
　
分
 

　
○
場
所
　
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

◆
青
色
申
告
決
算
説
明
会
 

　
○
日
時
　
　
月
２
日
（
水
）
 

　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
　
分
 

　
○
場
所
　
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
調
査
部
門
 

　
　
　
０
２
４
１
―
　
―
５
０
５
０
 

   　
家
屋
を
新
築
・
増
築
ま
た
は
取
り

壊
し
を
し
た
場
合
に
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
 

◆
新
築
・
増
築
 

　
　
平
成
　
年
１
月
２
日
以
降
に
家
 

　
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
方
で
、
 

　
ま
だ
家
屋
調
査
を
う
け
て
い
な
い
 

　
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
※
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
申
 

　
　
告
も
必
要
で
す
。
 

◆
取
り
壊
し
 

　
　
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
に
は
 

　
「
滅
失
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

　
※
「
滅
失
申
告
書
」
の
提
出
が
さ
 

　
　
れ
な
い
と
、
次
年
度
以
降
も
固
 

　
　
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
 

　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
 

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

  　
町
で
は
、
今
年
度
よ
り
木
造
住
宅

耐
震
診
断
促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
一
般
住
宅
に
建
築

士
等
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
 

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
確

保
し
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。
 

　
事
業
は
町
が
行
い
ま
す
が
、
申
込

者
に
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
２
棟
の
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
地
域
整
備
課
事
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
４
 

   　
平
成
　
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・
 

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
 

予
定
の
方
、
平
成
　
年
３
月
に
卒
業

し
、
就
職
が
内
定
し
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
県
内
に
就
業
場
所
ま
た
は

営
業
拠
点
が
あ
り
、
正
社
員
と
し
て

雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業
所
と
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

◆
ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
水
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

　
○
場
所
 

　
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
 

　
　
０
２
４
―
５
２
８
―
０
３
６
６
 

◆
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
た
め
の
ふ
 

　
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
木
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

　
○
場
所
 

　
　
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ふ
く
し
ま
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
　
０
２
４
―
９
７
３
―
５
２
９
２
 

   　
就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
求
人
企

業
が
一
堂
に
会
し
て
数
多
く
の
面
接

の
機
会
を
確
保
し
、
障
が
い
者
の
雇

用
を
進
め
る
た
め
に
、障
が
い
者
就
職
 

面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

◆
日
時
　
　
月
　
日
（
月
）
 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

◆
場
所
　
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
 

◆
参
加
予
定
企
業
数
　
　
社
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松
 

　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
援
助
部
門
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
３
３
３
３
 

  　
　
月
　
日
か
ら
　
日
は
「
女
性
の

人
権
強
化
週
間
」
で
す
。
 

　
も
め
ご
と
・
差
別
・
虐
待
や
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
、
困
り
ご
と
、
悩
み
事
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
電
話
相
談
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
日
）
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
土
）
 

　
　
月
〜
金
　
午
前
８
時
　
分
〜
７
時
 

　
　
土
・
日
　
午
前
　
時
〜
５
時
 

　
○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

　
　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
 

◆
面
接
相
談
 

　
○
日
時
　
　
月
　
日
（
月
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
水
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
４
時
 

　
○
場
所
 

　
　
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
 

　
　
　
若
松
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
１
４
９
８
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町
政
運
営
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
 

重
視
す
る
」
と
と
も
に
、
「
真
摯
に
意
見
へ
耳
を
傾
け
る
」
こ
と
を
 

進
め
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
吸
い
上
げ
、
「
み
ん
な
 

の
声
が
響
く
」
よ
う
町
政
に
反
映
さ
せ
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
必
 

要
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
町
民
提
案
の
制
度
「
町
長
へ
 

の
お
た
よ
り
」
を
　
月
　
日
か
ら
始
め
ま
す
。
 

　
制
度
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
 

さ
い
。
 

し
ん

し
 

11

10

みんなの声が響くまち 

みんなの声が響くまち 

                      　
制
度
の
目
的
 

　
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

提
案
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
町
政
運
営
を
目
指

し
ま
す
。
 

 　
提
案
で
き
る
方
 

 　
町
民
（
町
内
に
居
住
す
る
者
、
町
内
で
働
く
 

　
　
　
者
、
町
内
で
学
ぶ
者
、
町
内
で
事
業
を
 

　
　
　
営
む
も
の
及
び
そ
の
他
町
内
で
活
動
す
 

　
　
　
る
も
の
）
 

 　
公
　
　
表
 

 　
提
案
の
概
要
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
ま
す
。
 

 　
回
答
し
な
い
も
の
 

 ①
特
定
の
個
人
や
団
体
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も
 

　
の
。
 

②
特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利
を
目
的
と
す
る
 

　
も
の
。
 

③
選
挙
運
動
や
宗
教
活
動
に
関
す
る
も
の
。
 

④
住
所
・
氏
名
な
ど
の
記
載
が
な
く
回
答
で
き
 

　
な
い
も
の
。
 

⑤
回
答
を
希
望
し
な
い
も
の
。
 

⑥
そ
の
他
、
町
民
提
案
制
度
の
趣
旨
に
不
適
当
 

　
と
判
断
さ
れ
る
も
の
。
 

 　
そ
の
他
 

 　
特
に
優
秀
な
提
案
に
対
し
て
は
、表
彰
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
. 

　
　
　n

is
h
ia
iz
u
.fu
k
u
s
h
im
a
.jp
/

　
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
提
案
に
対
す
 

　
　
る
回
答
希
望
の
有
無
な
ど
の
必
要
事
項
と
 

　
　
提
案
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

 ①
郵
送
 

　
ハ
ガ
キ
か
封
書
で
提
案
し
ま
す
。
 

　
（
各
戸
に
送
料
が
い
ら
な
い「
専
用
は
が
き
」
 

　
　
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 

 ②
提
案
箱
 

　
町
内
の
５
施
設
内
に
用
意
さ
れ
た
提
案
箱
へ

投
函
し
ま
す
。
な
お
、
各
施
設
に
は
所
定
の
提

案
用
紙
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

 ③
電
子
メ
ー
ル
 

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
町
長
へ
の
お
た
よ
り
」
 

か
ら
送
信
し
ま
す
。
 

 ④
フ
ァ
ッ
ク
ス
 

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
し
ま
す
。
 

 　
提
案
箱
の
設
置
場
所
 

 ①
役
場
 

②
奥
川
支
所
 

③
新
郷
連
絡
所
 

④
公
民
館
 

⑤
西
会
津
中
学
校
図
書
館
 

 　
提
案
へ
の
回
答
 

 　
回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
提
案
を
い
た

だ
い
た
日
か
ら
７
週
間
程
度
で
回
答
し
ま
す
。
 

                      　
提
案
内
容
 

 ①
自
由
提
案
部
門
 

　
自
由
な
発
想
に
よ
る
政
策
・
事
業
等
の
提
案

又
は
意
見
 

 ②
テ
ー
マ
部
門
 

　
町
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
政
策
・

事
業
等
の
提
案
又
は
意
見
 

 　
提
案
方
法
 

 　
次
の
４
つ
の
方
法
で
提
案
で
き
ま
す
。
 

45
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渡　部　ハ　ル（89）　悟　　　母　　３町内 
篠　田　文　一（88）文　弘　　父　　9町内2 
五十嵐　　　榮（89）金　也　母の父　芝　草 
齋　藤　　　通（82）　茂　　　父　　堀　越 
高　橋　幸　作（76）克　幸　　父　　堀　越 
長谷川　貞　子（80）　充　　　母　　安　座 
杉　原　二　郎（81）忠　男　　父　　松　尾 
�　田　　　夫（85）久　哉　　父　　松　尾 
成　田　三　次（86）和　夫　　父　　上野尻 
藤　田　耕一郎（89）耕　栄　　父　　上野尻 
高　橋　賢　一（57）ミツ子　　子　　滑　沢 
落　合　　　一（73）美恵子　　夫　　山　浦 
矢　部　昌　介（84）　一　　　父　　松　峯 
佐久間　國　男（78）ト　エ　　夫　　弥　生 

人　口　　８，０３２人　　　－２０人 
　男　　　３，８４９人　　　－　８人 
　女　　　４，１８３人　　　－１２人 
世　帯　　２，９１０世帯　　－　６世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

安　居　達　也　　郡山市 
武　藤　志　穂　　井　谷 

◆日時　11月 6日（金） 

　　　　　　27日（金） 

　　　　午前９時～正午 

 

◆場所　老人憩の家 

 

◆電話　４５－４２５９ 

11月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○ケーブルテレビ使用料 
○インターネット使用料 

○町県民税第３期 
○国民健康保険税第４期 
○長寿医療（後期高齢者）保険料第４期 
○介護保険料第６期 

11月10日（火） 納期限 

11月30日（月） 納期限 

11月 7日（第１週）受付時間11時まで 
21日（第３週）　　　　〃 

　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

茂　木　あずみちゃん　純平・綾子　　７町内 

鈴　木　煌　大く　ん　裕紀・早紀　　８町内 

石　川　龍　星く　ん　早人・百合子　安　座 

 

こ う だ い 

りゅうせい 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

小 野 病 院  
くまたクリニック 
さいとう内科胃腸科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
遠 藤 皮 膚 科 医院  
有 隣 病 院  
斉 藤 医 院  
遠山胃腸科内科医院 
浜 崎 小 児 科医院  
高 村 整 形 外 科  
渡 辺 医 院  
佐 原 病 院  
高橋小児クリニック 
に い で ら 診療所  
わたなべクリニック 
山 口 皮 ふ 科医院  
県 立 喜 多 方病院  
武 田 医 院  
加藤内科小児科医院 
いとう子どもクリニック 
耳鼻咽喉科鈴木医院 
佐藤整形外科医院 
小 野 病 院  
手 代 木 医 院  
斎 藤 医 院  
森 田 小 児 科医院  
入澤泌尿器科内科クリニック 

0241（22）0414 
0241（28）1233 
0242（38）3717 
0242（32）3330 
0242（27）0883 
0241（24）5021 
0241（22）0212 
0242（24）8911 
0242（27）0951 
0242（28）3319 
0242（83）3125 
0241（22）5321 
0241（25）7066 
0242（38）3676 
0242（24）0506 
0242（28）9119 
0241（28）2181 
0241（27）4031 
0242（27）2732 
0242（27）4601 
0242（28）3387 
0242（83）1155 
0241（22）0414 
0241（22）0034 
0242（27）1112 
0242（27）7686 
0242（38）3711

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

中島歯科医院駅前診療所 
真宮歯科クリニック 
宮 城 歯 科 医 院  
大 竹 歯 科 医 院  
補 生 堂 歯 科医院  
中 央 歯 科  
物 江 歯 科 医 院  
小 汲 歯 科 医 院  
渡 部 歯 科 医 院  
加 藤 歯 科 医 院  

0242（83）9292 
0242（58）0418 
0241（22）7454 
0242（22）3835 
0241（45）4188 
0242（27）3065 
0241（23）1661 
0242（22）0172 
0242（54）2254 
0242（24）0550

8 
（日） 

15 
（日） 

22 
（日） 

23 
（月） 

29 
（日） 

8 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

１１月９日（月）～１５日（日）の７日間 
秋季全国火災予防運動 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

23 
（月） 


